
作品の解説文

ぼくのかいたキッチンは、いちじくの形をしたキッチンです。
なぜこのキッチンにしたかというと、お母さんとぼくはいちじくが大好きで、お母さんにいちじくを
食べさせてあげたいと思ったからです。
テレビでいちじくを見て、いつもお母さんは「食べたい」「おいしそう」と言っているので、
キッチンに置いたありがとうメーターに家族みんなの「ありがとう」がメーターの中にたまって、
たまったら、いちじくがなって ぼくとお母さんで食べれるようにしました。
このキッチンに、なぜありがとうメーターをかいたかというと、自分が思ってるよりも、

「ありがとう」を自分が言えてないなと思ったからです。
ありがとうを言えれば、みんなが幸せになれると思いました。
ぼくとお母さんがいちじくをいっしょに食べて幸せになれて、地球も幸せになれるキッチンです。
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